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「新橋駅の外観」（“The Far East” 1872／横浜開港資料館蔵）

Ⅰ　

江
戸
か
ら
ト
ウ
ケ
イ
へ

　

―
　

開
化
へ
の
自
負
と
と
ま
ど
い



東
京

銀
街
小
誌（
抄
）　
関
謙け
ん

之し

　1868 年 4 月，江戸城は明け渡され，260 年余り続
いた幕府の支配は瓦解する．統治機構が崩れても江
戸市中，なかんずく下町インフラは戦火を免れ，景
観はそのままに，7 月江戸が東京と改称された．
1869 年 2 月の東京再幸をもって事実上の遷都が確
立．遷都から明治 10 年代までの文献では，新しい
都を「トウケイ」とよんでいる．「銀座」は，地名
として幕末の切

きり

絵
え

図
ず

などに散見するも江戸の行政区
としては存在せず，1872 年，一帯を焼き尽くした
火事の後に誕生した煉瓦街とともに定着した．文明
国家を内外に宣明するための官営装置である煉瓦街
には，金属活字を駆使する新規出版社や新聞社とい
った新興メディアが建ち並び，集中した．銀座が文
明開化の制度と世相を映す舞台として詩歌と散文に
多数登場するのも，必然的なことと言える．銀座を
題材に書かれた初の単行文芸書『東京　銀街小誌』は，
寺門静軒『江戸繁昌記』の流れをくんだ，いわゆる
繁昌記モノの一種で，漢文体によって宿泊施設，交
通機関，飲食店という都市インフラを具体的に捉え，
外来の制度とその規則に戸惑う人々の姿をユーモラ
スに脚色している．都市社会の実態を虚構に仮託し
た，初期日本近代に特有のエクリチュールである．



11　　　 

　

関
謙
之（
一
八
五
四
～
一
九
〇
七
年
）。
豊
後
国（
現
、
大
分
県
）生
ま
れ
の
新
聞
記
者
。
号
は
、
槎さ

盆ぼ
ん

、
梅ば
い

痴ち

。
日ひ

出じ

藩
の
儒
者
の
家
に
生
ま
れ
、
明
治
維
新
後
は
、
一
八
七
四
年
か
ら
内
務
省
へ
出
仕

（
た
だ
し
等
外
）。
一
八
八
一
年
に
丸
山
作さ
く

楽ら

ら
と
『
明
治
日
報
』
を
発
刊
、
主
筆
と
な
り
、
辛
辣
な

開
化
期
世
相
批
判
を
繰
り
広
げ
た
。
一
八
九
三
年
に
は
日
報
社
に
入
り
、
以
後
は
『
東
京
日
日
新

聞
』
に
て
健
筆
を
振
る
う
。

　
『
東
京

銀
街
小
誌
』
は
、
半
紙
本
一
巻
一
冊
で
整
版（
木
版
）に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
た
漢
文
体
風
俗

誌
。
題だ
い

簽せ
ん

に
は
「
初
編
」
と
あ
る
が
、
二
編
以
下
が
刊
行
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
版
元
は
、
銀
座
二

丁
目
に
あ
っ
た
「
開
新
社
内
含
翠
閣
」。
開
新
社
は
、
漢
文
雑
誌
『
鳳
鳴
新
誌
』
の
発
行
元
で
も
あ

り
、
関
謙
之
は
当
時
、
主
幹
を
務
め
て
い
た
。
奥
付
に
は
「
明
治
十
五
年
二
月
二
十
八
日
出
板
」
と

あ
る
。
序
文
は
、『
柳
橋
新
誌
』（
一
八
七
四
年
）の
作
者
何
有
仙
史
こ
と
成な
る

島し
ま

柳り
ゅ

北う
ほ
くが

記
し
て
い
る
。

本
編
は
「
総
論
」「
旅
舎
の
曖
昧
」「
馬
車
の
失
敗
」「
地
蔵
尊
縁
日
」「
松
田
楼
の
雪
隠
」「
角
燈
一

嚇
」「
金
春
絃
声
」「
花
月
楼
私
語
」
の
八
章
か
ら
な
り
、
こ
こ
で
は
「
旅
舎
の
曖
昧
」「
馬
車
の
失

敗
」「
松
田
楼
の
雪
隠
」
を
抄
出
し
た
。
底
本
に
は
ロ
バ
ー
ト
キ
ャ
ン
ベ
ル
架
蔵
本
を
用
い
た
。

東
京

銀
街
小
誌（
抄
）　
関
謙け
ん

之し
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旅
舎
の
曖
昧

　

滊
笛
響ピイ
ー然
と
し
て
響
き
を
送
り
、
黒
煙
一
道
近
く
揚
が
る
。
是
れ
蒸
気
車
の
新
橋
停
車
場
に

達
す
。
看（
み
）る

時
、
車
中
の
客
陸
（
り
く
ぞ
く
）

続
と
し
て
車
を
下
る
。
五
、六
夥
、
或
（
あ
る
い
）は

七
、八
群
。
各
（
お
の
お
の
）

久
散
じ

て
四
方
に
往
く
。
其（

そ
）の

雑
沓
名
状
し
易
か
ら
ず
。

　

新
橋
を
渡
れ
ば
則
（
す
な
は
）ち

南
金
六
町
た
り
。
逆ハタ

ゴ
ヤ旅
数
戸
有
り
。
皆
雅
潔
を
以
て
称
せ
ら
る
。
客
の

滊
車
を
下
る
者
、
争
ひ
就
き
て
宿
を
投
ず
。

　

時
剛マ
サ
ニ

黄
昏
、
一
個
の
髥
客
の
一
少
女
を
拉ヒ

く
有
り
。
逆
旅
松
本
氏
に
抵イタ
つ
て
宿
を
謀
（
は
か
）る

。

房アル
ジ主
出
迎
へ
、
婢
に
命
じ
て
楼
上
南
隅
の
一
室
に
誘
（
い
ざ
）な

は
し
む
。

　

已
（
す
で
）に

し
て
房ワカイ

シ
ユ丁、
帳ヤドチ

ヤ
ウ簿と
筆
硯
と
を
携
へ
て
室
に
入
り
、
恭
し
く
客
の
前
に
跪ヒザ
ま
づ
き
道（
い
）ふ

。
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「
官ダンナ

サ
マ
ノ人
尊オナ

マ
ヘ
ハ称
何
と
為（
な
）す
」
と
。
客
道
ふ
、「
僕
姓
は
鰐
口
、
名
は
鬼
九
郎
」
と
。
房
丁
道
ふ
、

「
貴
国
何
と
為
す
」
と
。
道
ふ
、「
鹿
児
嶋
県
」
と
。
房
丁
又
（
ま
た
）道

ふ
、「
士
族
か
平
民
か
」
と
。

客
少
し
く
色
を
作（
な
）し

て
道
ふ
、「
汝
何
ぞ
僕
を
軽
蔑
す
る
の
甚
し
き
。
人
苟
（
い
や
し
く
）も

僕
の
容
貌
を

見
、
僕
の
姓
名
を
聞
け
ば
、
問
は
ず
し
て
毅
然
た
る
士
族
な
る
を
知
る
。
況
（
い
は
）ん

や
汝
の
輩
、
日

常
客
に
接
す
る
を
以
て
生
と
為
す
者
に
於
（
お
い
）て

を
や
」
と
。

　

房
丁
畏
伏
し
、
謝
し
て
道
ふ
、「（
も
と
よ
）
固マコ

ト
ニ
オ
ホ
セ
ゴ
モ
ツ
ト
モ

り
貴
命
の
如
し
、
小ワタ

ク
シ可
唐イキ

ナ
リ
ニ突
此（
こ
）の
言
を
做（
な
）す
。
枉
（
ま
げ
）て

寛
恕
を
請
ふ
」
と
。
客
、
怒
気
未
（
い
ま
）だ

全
く
消
え
ず
、
口
を
噤（
と
）

ぢ
て
応
（
こ
た
）へ

ず
。
房
丁
又
道
ふ
、

「
尊オト

シ
ハ
オ
イ
ク
ツ

庚
幾
何
ぞ
」
と
。
客
道
ふ
、「
卅
歳
」
と
。
房
丁
一
々
之
を
簿
面
に
筆
し
了
（
を
は
）り
、
又
少
女
の

姓
名
年
齢
等
を
問
ふ
。
客
道
ふ
、「
彼
の
名
は
伊イ

ネ禰
子
。
年
（
と
し
は
じ
め
て
）
甫
十
八
。
実
に
僕
の
小
妹
な
り
。

汝
何（
な
）ん
為（
す
）れ
ぞ
此
（
か
く
）の
如
く
煩
問
筆
記
す
る
や
」
と
。
房
丁
道
ふ
、「
小
可
が
輩
好
ん
で
此
の
煩

を
取
る
に
非
（
あ
ら
）ず
。
警
官
の
命
を
如（
い
か
ん
）何。
蓋
（
け
だ
）し
官
の
旅
人
を
調
査
す
る
、
是
（
か
く
）の
如
く
厳
密
な
る

所（
ゆ
ゑ
）ン以
の
者
は
、
其
の
或
は
匪アク

ト
ウ徒
偸ドロ

バ
ウ児
逃カケ

ヲ
チ亡
人
等
た
る
を
恐
る
ゝ
の
故
を
以
て
な
り
。
且
つ
一
男
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一
女
を
し
て
同
宿
せ
し
む
る
如
き
は
、
幾
（
ほ
と
）ん
ど
地
獄
屋
の
嫌
疑
を
免
か
れ
ず
。
故
に
敢
て
審
問

す
る
の
み
。
幸
ひ
に
深
く
怪
し
む
莫
（
な
か
）れ

」
と
。

　

客
こ
れ
を
聞
き
、
沈シア

ン
ハ
ン
ト
キ

思
半
晌
、
忽
（
た
ち
ま
）ち

口
を
発（
ひ
）ら

き
道（
い
）ふ

、「
汝
が
言
、
僕ワ
シ
ニ
ヨ
ク
ワ
カ
ツ
タ
リ

已
に
之
を
領
す
。

唯（
た
だ
た
だ
）

久
汝
が
地
獄
屋
と
称
す
る
所
の
者
、
未
だ
其（

そ
）の

何
物
た
る
を
解（
げ
）す

る
能
は
ざ
る
の
み
。
僕
曽
（
か
つ
）

て
郷
に
在
る
の
日
、
友
人
の
東
京
よ
り
到
る
者
有
る
毎
（
ご
と
）に

、
輙
（
す
な
は
）ち

就
き
て
其
の
景
況
を
問
ふ
。

僉ミ
な
道
ふ
、「
都
下
年
々
歳
々
、
繁
昌
益
（
ま
す
ま
す
）

久
繁
昌
に
し
て
、
銀
座
街
は
実
に
繁
昌
の
中
心
と
為（

な
）

す
。
耳
目
の
触
る
ゝ
所
、
一
（
ひ
と
つ
）も

新
且
つ
珍
な
ら
ざ
る
は
無
し
。
是
れ
皆
な
西
洋
開
化
の
風
を
移

し
入
る
ゝ
者
な
り
」
と
。
然
れ
ど
も
地
獄
屋
の
事
に
至
り
て
は
、
今
始
め
て
之
を
聞
く
。
若（
も
）し

那（
か
）の

西
洋
贔（
ひ
い
き
）屓者

流
、
動ヤヽ
も
す
れ
ば
開
化
或
（
あ
る
い
）は

発
明
と
称
す
。
則
（
す
な
は
）ち

地
獄
屋
も
亦
た
西
洋
開

明
の
幻
術
に
非
ざ
る
無
き
を
得
ん
や
。
且
つ
已
に
地
獄
の
称
有
り
、
必
ず
当（
ま
）さ

に
阿（
あ

毘び
）

焦
熱
の

器
械
を
設
け
、
馬
頭
牛
頭
、
赤
白
青
黄
の
鬼
、
之
を
使
用
す
る
者
有
る
べ
き
な
り
。
僕
不
肖
と

雖（
い
へ
）ど

も
、
幼
（
を
さ
な
き
）よ

り
武
門
に
生
長
す
。
剣
を
揮フル
ひ
槍
を
撚ヒネ
る
は
、
燈
心
を
指
頭
に
弄
（
ろ
う
）す

る
よ
り
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も
易
し
。
又
兵
法
の
奥
義
を
故
西
郷
大
先
生
に
受
く
。
火（
か
と
ん
）遁の
術
亦
た
略
（
ほ
ぼ
ほ
ぼ
）

久
之
を
学
習
す
。
則

ち
悪
鬼
羅（

ら
せ
つ
）刹と

雖
ど
も
、
怖
る
ゝ
に
足
ら
ず
。
汝
試
み
に
僕
を
地
獄
屋
に
導
く
べ
し
。
僕
其
の

幻
術
を
看
破
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
」
と
。

　

房
丁
笑
ひ
を
匿カク
し
道
ふ
、「
官ダン

ナ
オ
マ
ジ
メ
デ
ゴ
ゼ
ウ
ダ
ン
バ
ツ
カ
リ
オ
ツ
シ
ヤ
ル

人
真
面
目
に
此
の
戯
言
を
発
す
。
小
可
答
ふ
る
所
を
知
ら
ず
」

と
。
客
怪
し
み
道
ふ
、「
然
ら
ば
則
ち
地
獄
屋
な
る
者
は
果
し
て
何ドン

ナ
シ
ヤ
ウ
バ
イ

般
の
営
業
を
為
す
か
」
と
。

房
丁
道
ふ
、「
小
可
亦
た
実
に
之
を
知
ら
ず
。
官
人
若
し
其
の
詳
（
つ
ま
び
ら
か
）な
る
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、

宜（
よ
ろ
）し

く
新
橋
橋
傍
の
老
婆
に
就
き
て
尋ヒト

ヽ
ホ
リ
オ
キ
ヽ
ナ
サ
イ

問
一
遍
す
べ
し
」
と
。

　

言
ひ
訖ヲハ
つ
て
匆イソ

ギ々

室
を
出
て
楼
下
に
向
ひ
去
り
、
其
の
房
主
を
顧
み
道
ふ
、「
今
夕
の
客
、

芋
大
将
の
種
類
に
属
す
。
真
個
に
屁ヘ

ツ
ポ
コ
ヤ
ラ
ウ

呆
古
冶
郎
な
り
」
と
。
而
（
し
か
う
）し
て
那カノ

キ
ヤ
ク客
却
つ
て
房
丁
の
去

る
こ
と
遠
き
を
見
て
、
舌
を
吐
き
道
ふ
、「
豎アイ

ツ子
正
（
ま
さ
）に
一イツパ

イ
ク
ワ
セ
テ
ヤ
ツ
タ
ワ
イ

杯
を
喫
せ
り
」
と
。
少
女
手
を
客
の

膝
上
に
置
き
、
微ニツ

コ
リ笑
し
道
ふ
、「
郎ヌシ

ノ
ト
ン
チ
ニ
ハ

が
滑
智
、
文
珠
菩
薩
も
恐
ら
く
は
応（
ま
）さ
に
三カ

ナ

イ

マ

ス

マ

イ

舎
を
避
く
べ
し
。

妾
又
た
何
を
か
憂
へ
ん
。
郎
若
し
妾
を
蝦
夷
長
崎
の
外
、
日

テ
ン
タ
ウ
サ
マ
ノ
テ
ラ
ナ
イ

輪
不
照
の
国
に
伴
ふ
も
、
敢
て
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辞
せ
ざ
る
所
な
り
」
と
。
知
ら
ず
、
這コ
ノ
フ
タ
リ

の
二
個
真
の
同
胞
な
る
や
否
や
。

〔
現
代
語
訳
〕 

旅
館
の
曖
昧

　

汽
笛
の
音
が
ピ
ー
と
響
き
わ
た
り
、
黒
煙
が
一
筋
上
が
る
。
蒸
気
機
関
車
が
新
橋
停
車
場
に

入
っ
て
く
る
。
見
る
と
、
乗
客
は
ど
ん
ど
ん
中
か
ら
下
り
て
く
る
。
五
、六
人
、
あ
る
い
は
七
、

八
人
が
一
塊
に
な
っ
て
、
続
け
ざ
ま
に
下
り
て
く
る
。
そ
れ
も
、
見
る
間
に
各
々
四
方
へ
と
散

っ
て
い
く
。
形
容
し
が
た
い
ほ
ど
の
雑
踏
だ
。

　

新
橋
を
渡
れ
ば
そ
こ
は
南

み
な
み

金き
ん

六ろ
く

町ち
ょ
う。

旅
館
が
数
軒
並
ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も
風
雅
で
、
清

潔
な
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
蒸
気
車
を
下
り
た
客
は
、
競
っ
て
投
宿
す
る
。

　

ち
ょ
う
ど
日
暮
れ
ご
ろ
、
口
ひ
げ
を
蓄
え
た
一
人
の
客
が
若
い
女
を
連
れ
て
松
本
と
い
う
旅

館
に
到
着
し
、
宿
泊
の
こ
と
を
訊
ね
て
い
る
。
旅
館
の
主
人
が
客
を
出
迎
え
、
女
中
に
二
階
の

南
隅
に
あ
る
一
室
へ
案
内
す
る
よ
う
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
っ
そ
く
若
い
衆
が
宿
帳
と
筆
硯
を
も
っ
て
客
室
に
入
り
、
恭
し
く
客
の
前
に
跪
い
て
言
う
。

（
い
な
）
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「
旦
那
様
の
お
名
前
は
何
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」

　

客
は
、

　
「
わ
し
の
苗
字
は
鰐
口
で
、
名
は
鬼
九
郎
だ
」
と
答
え
る
と
、

　
「
お
国
は
ど
ち
ら
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」
と
若
い
衆
が
聞
く
。
と
、
客
は
、

　
「
鹿
児
島
じ
ゃ
」
と
返
す
。
ま
た
「
士
族
で
す
か
、
平
民
で
す
か
」
と
若
い
衆
が
聞
く
と
、

客
は
む
っ
と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
、

　
「
君
、
よ
っ
ぽ
ど
わ
し
を
馬
鹿
に
す
る
気
だ
ね
。
わ
し
の
風
采
を
見
て
わ
し
の
名
前
を
聞
け

ば
、
尋
ね
る
ま
で
も
な
く
誰
で
も
直
ぐ
に
立
派
な
士
族
様
だ
っ
て
こ
と
く
ら
い
は
分
か
り
そ
う

な
も
の
だ
。
ま
し
て
や
君
み
た
い
に
毎
日
た
く
さ
ん
の
客
と
接
し
て
い
る
人
間
な
ら
な
お
の
こ

と
だ
ろ
う
よ
」
と
言
う
。

　

す
る
と
、
若
い
衆
は
平
身
低
頭
で
謝
る
の
で
あ
る
。

　
「
誠
に
仰
せ
の
通
り
。
御ご

も

尤っ
と

も
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
た
く
し
と
し
た
こ
と
が
、
何
と
う
っ
か

り
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
ど
う
か
ど
う
か
、
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
せ
」

　

客
の
怒
り
は
そ
れ
で
も
収
ま
り
切
ら
ず
口
を
噤つ

ぐ

ん
だ
ま
ま
だ
。
そ
こ
で
若
い
衆
が
再
び
、

　
「
お
歳
は
お
い
く
つ
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」
と
聞
く
と
、
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「
三
十
歳
じ
ゃ
」
と
返
っ
て
く
る
。

　

若
い
衆
は
、
残
さ
ず
帳
面
に
書
き
つ
け
て
い
っ
た
。
今
度
は
傍
に
い
る
若
い
女
の
名
前
や
年

齢
な
ど
を
尋
ね
る
。
そ
こ
で
客
は
、

　
「
彼
女
の
名
前
は
伊い

禰ね

子こ

。
十
八
歳
で
、
わ
し
の
妹
じ
ゃ
。
と
こ
ろ
で
君
、
ど
う
し
て
こ
ん

な
う
る
さ
い
こ
と
ば
か
り
尋
ね
て
帳
簿
に
記
し
付
け
る
の
だ
」
と
聞
く
。

　
「
わ
た
く
し
ど
も
は
好
き
好
ん
で
こ
の
よ
う
な
面
倒
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
分
に
も
警
察
が
喧や

か
まし
く
て
、
お
泊
り
の
お
客
様
に
つ
い
て
一
人
残
ら
ず
詳
し
く
調
べ
て
は
書

き
入
れ
、
お
届
け
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
厳
密
に
調
べ
る
の

は
、
悪
党
や
泥
棒
や
逃
亡
人
な
ど
が
東
京
に
入
っ
て
く
る
の
を
恐
れ
て
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
に
よ
り
男
の
お
客
を
一
人
の
女
と
同
宿
さ
せ
た
日
に
は
、
き
っ
と
地
獄
屋（
売
春
宿
）の
嫌
疑

か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
わ
け
で
詳
し
く
お
尋
ね
し
て
い

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
悪
し
か
ら
ず
思
し
召
し
な
さ
い
ま
せ
」

　

そ
う
言
わ
れ
、
客
は
何
か
を
じ
っ
と
思
案
す
る
様
子
で
は
あ
っ
た
が
、
突
然
口
を
開
け
て
話

し
出
す
。

　
「
君
の
言
う
こ
と
は
よ
く
分
か
っ
た
。
だ
が
し
か
し
、
今
君
が
言
っ
た
地
獄
屋
と
や
ら
い
う


